
薬剤学l試験問題（2005年度）  

計算問題では，1n2＝0．693，1n10＝2．303とし，有効数字2桁で答えなさい．  

間1．体内動態が線形1－コンパートメントモデルに  

従う薬物がある・この薬物200mgを3h間隔で繰り  

返し急速静脈内投与したところ，柑時間後にはほぼ  
定常状態に達していた（右図）．ピーク濃度（C∬卿）  

は40ILg／mL，トラフ濃度（Css，min）は20トIg／mLであ  

った．以下の設問に答えなさい．なお，毎回等量を  

急速静脈内投与した場合，定常状態での各投与間隔  
内での血衆中濃度（Css）の時間（t）推移は，右式で  
表される．Dは毎回の投与量，Vは分布容積，klは  
消失速度定数，ては投与間隔である．  
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（l）次のパラメーターを求めなさい（式や手順も含む）．   

a）消失速度定数（kl） b）消失半減期（tl′2） c）分布容積（V）  

（2）初回のみ投与量を増量して，直ちに定常状態を達成できるようにしたい．  
初回投与量（負荷投与量，DL）を求めなさい（式や手順も含む）．  

C∫ざ＝三  
Fl－e一たど′T  

（3）次の場合に対応する濃度推移を，図中の破線（a～8 から選びなさい．ただし，指定の条件以外に  
変化はないとする．また，最後の投与の後の濃度推移のみを示している．  
a）分布容積に変化はなく，全身クリアランスが3倍になった．   
b）分布容積と全身クリアランスが共に2倍になった．  

（4）次の場翻こ対応する濃度推移を，図中の破線（g～1）から選びなさい．   
a）この薬物300mgを単回急速静江した．  b）この薬物300mgを単回経口投与した．   

間2．体内動態が線形1－コンパートメントモデルに従う薬物がある．この薬物は，肝代謝と尿中排泄の  

みによって消失する．また，代謝物は全て尿中に排泄される．この薬物30mg（Div）を静脈内投与した  
ときの血躾［］濃度曲線下面積（AUCi，）は1．2pg・h／mLであり，その尿中総排泄量（X恒，C。）は12mgで  
あった・この薬物60mg（Dp。）を経口投与したときのAUC（AUCp。）は0．6pg・h／mLであった・以下の  
設問に答えなさい（式や手順も含む）．なお，尿中の代謝物量は未変化体に換算した量であり，ÅUCは  
時間無限大までの外挿値である．肝血流速度（qH）は90L几とする．  
（l）次のクリアランス値を求めなさい．   

a）全身クリアランス（CL）  b）腎クリアランス（CLR）  c）肝クリアランス（CLrI）  

（2）肝抽出率（Eh）を求めなさい．  
（3）次の値な求めなさい．  

a）バイオアベイラビリティ（F）   b）消化管からの吸収率（Fa）  

（4）経口投与時の初回通過代謝量（Xp。如）を求めなさい・  

間3．薬物ん B及びCの腎排泄は次のような特徴を示す．以下の設問に答えなさい．なお，いずれの  

薬物も，血膿タンパクには結合しない．また，糸球体ろ過速度（GFR）は120mL／minとする．   
薬物A：糸球体ろ過のみによって排泄され，尿細管での分泌及び再吸収はない．   

薬物B：糸球体ろ過のほか，飽和性の尿細管分泌により排泄される．尿細管再吸収はない．   
薬物C：六球体ろ過のほか，飽和性の尿細管分泌により排泄される．また，非飽和性の尿細管再吸収  

を受ける（再吸収率（軋）は20％で，濃度に依存せず一定）．  

（1）A及びBに該当する薬物を下記から一つずつ選び，記号（アル  
ファベット）で答えなさい．   

（a）イヌ・リン （b）グルコース （C）クーアミノ馬尿酸   

（d）アンピシリン  

（2）Cについて， 血紫中濃度（Cp）が4pg／mLの定常状態での尿中   

排泄速度（v。）が2．6m釘minであった．尿細管分泌速度（S）を  

求めなさい（式や手順も含む）．  

（3）Cについて，尿細管分泌を完全に阻害したときの腎クリアラン  

スと濃度との関係を図中の線（a～d）から選びなさい．  
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問4．体内動態が線形2－コンパートメントモデルに従う薬物の血中濃度（C）の推移は下記の式で表さ  
れる．A，B，CL，βは定数であり，tは時間を表す．投与量をDとして，中枢コンパートメントの分布容積  
（Vc）及び全身クリアランス（CL）を表す式を誘導しなさい・  C＝Ae－αt＋Be－βt  

問5．下記の式は，組織での薬物処理の代表的なモデルのものである．以下の設問に答えなさい．なお，  

CL。，gは臓器クリアランス，も，Bは非結合形分率，CLhtは固有クリアランス，Qは血流速度を表す．  
（1）称を答えなさい・  

ハ，  ク・んβ・αint  
（2）血流律速について説明しなさい・  Cエ叩＝  

9＋んβ・Cエint  

間6．薬物の体内動態が線形1－コンパートメントモデルに従うとして，以下の設問に答えなさい（式や  

手順は不要）．消失は腎排泄と肝代謝のみによるとする．測定値及びパラメーターについては，特にこ  
とわらない限り，血祭中でのものあるいは血祭中濃度基準とする．  
（1）分布容惜が20L耽gである．50mgn（gを急速静脈内投与したときの初濃度を求めなさい．  
（2）消失半減期が8hである．消失速度定数を求めなさい．  
（3）消失半減期が4hである．200mgを急速静脈内投与したとき、12h後までの体内からの消失量を求  

めなさい．  

（4）全身クリアランスが4．5L仙北gで，消失速度定数が0．3h－1である．分布容積を求めなさい．  
（5）60mgを急速静脈内投与後の初演度が1．2llg血Lで，消失半減期が3hであった．全身クリアランス  

を求めなさい．  

（6）200mgを静脈内投与したとき，AUCが8トIg・h／mLで，総尿中排泄量が70mgであった．肝クリア  
ランスを求めなさい．  

（7）全身クリアランスが25L爪で，100mgを経口投与したときのAUCが3トLg・h／mLをであった．バイ  
オアベイラビリティを求めなさい．  

（8）全身クリアランスが6L几である．静脈内定速注入によって定常状態濃度を0．8け釘mLにしたい・注  
入速度を求めなさい．  

（9）腎クリアランスが40L几であり，静脈内定遠江入での定常状態濃度がl．2ll釘mLであった．定常状  
態における2hの尿中排泄量を求めなさい．  

（10）消失速度定数が0．2h●】である．l．5mがlで静脈内定遠江入するとき，投与開始当初から定常状態に  
するための負荷投与量を求めなさい．   

間7．以下の記述の正（○）誤（×）を答えなさい．  

（1）モーメント解析での平均滞留時間は，体内量の約63％が消失するのに要する時間に相当する．  
（2）体内動態が線形l－コンパートメントモデルに従う薬物では，急速静脈内投与彼の平均滞留時間は消  

失半減期の2乗の逆数に相当する．  
（3）体内動態が線形l－コンパートメントモデルに従う薬物の急速静脈内投与彼の尿中排泄データのrate  

plot法では，グラフの傾きから，尿中排泄速度定数が算出される．  
（4）薬物の血中からの消失が遅延すると，経口投与後の最高血中濃度到達時間は遅くなる．  
（5）経口投与の場合，残差プロットの傾きから吸収速度定数を算出できる．  
（6）相対的バイオアベイラビリティとは，試験製剤の経口投与でのAUC（投与量で規格化）を基準製剤  

の経口投与でのAUC（投与量で規格化）で除することによって算出したものである．  
（7）アンチピリンの分布容積はほぼ全体液体積に相当する．  
（8）薬効強度と血中濃度との関係がclockwisehysteresisを示すケースでは，血婦中から作用部位への薬  

物移行に時間を要するなどの原因が考えられる．  
（9）Sheinerらによるe飴ctcompartmentモデルは，薬効強度と血中濃度との関係がclockwisehysteresis  

を示すケ・－スに適用できる代表的なモデルである，  

（10）アミノグリコシド系抗生物質の全身クリアランスは一般に肝代謝に依存するので，肝機能検査値を  
参照して投薬計画を立てる．   


